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小中一貫教育の現状と課題 ――義務教育学校運営の経験から――
The Current Situation and Issues of Combined Elementary and Junior High Schools: 


































































































します。昭和 55 年度（1980 年），ポートアイランドの
街開きとともに開校いたしました。当時の小学校の児童
数は 50 名，中学校の生徒数は 17 名，このような小規模
からのスタートになりました。それが 11 年後の 1991 年
には，なんと港島小学校が日本一の学校になりました。
何が日本一かと申しますと児童数です。最初 50 名でス






 それから 14～15 年が経過をし，ここから一つの島の

































































  さて義務教育学校は平成 28 年度に制度化されました
が，設置数の推移を見ていきたいと思います。青の棒グ
ラフは平成 29 年度に文部科学省が全国の学校を調査し，
28 年度には港島学園を含めて 22 校，29 年度には 48 校
となりました。ここまでは実数ですが，30 年度には 73
校が移行の予定である。この時点ではそう答えられてい











































































































す。1 年生から 6 年生の小学部 570 名，7 年生から 9 年















いて，小・中の教員で TT を行っています。現在は 6 年
生の算数，理科，英語活動，来年から教科としての英語






















せができますので，1＆2 年生の 10 時間を独自に上乗せ
しています。現在来年に向けての移行期間ということで



















































































































校から 3 年間でかなり増えてきました。9 年生は 2 クラ
スですが，今の小 1 は 4 クラスにまで増えてきています。



















































































































ぜひ 4 年間の学びの下に 9 年間の義務教育期間。これ
は子どもたちにとっては，おそらく最も伸びの大きな期
間だと思いますので，9 年間を見通して子どもたちの可
能性をしっかり育てる。そのような素晴らしい先生方へ
と成長していただき，欲を申しますと，できましたら神
戸市のほうに就職をしていただければ，私どもとしては
これ以上の喜びはないと考えております。
 また先生方とお会いする機会があると思います。その
ときを楽しみにしております。ご清聴，ありがとうござ
いました。（拍手）
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